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「いきいき安中健康21」　　　
からのお知らせ 

安中市健康増進計画

問合せ▶　　健康づくり課保健指導係（☎内線1172）次回は12月1日号に「禁煙・COPD」の掲載を予定しています本

●インスリンの分泌異常
●インスリンの効きが悪くなる

生活改善や治療をせず放置していると深刻な合併症を発症

●糖尿病性網膜症 　●糖尿病性腎症 　●糖尿病性神経障害

ネグレクト
（養育の放棄・怠慢）

乳幼児を家に残して外出す
る、食事を与えない、ひど
く不潔なままにする　など

身体的虐待
殴る、蹴る、叩く、投
げ落とす、激しく揺さ
ぶる、家の外にしめだ
す　など

心理的虐待
言葉により脅かす、無視する
子どもの前で家族に対して暴
力をふるう　など

性的虐待
子どもへ性的行為
ポルノグラフィの被
写体にする　など

日本では、糖尿病が疑われる人は予備軍を含め、成人の5人に1人と推計されています。また、このうち約
4割は、治療が必要であるにも関わらず未治療であることがわかっています。

通常、上昇した血糖値を下げるために「インスリン」というホルモンがはたらきます。しかし…

今日から血糖値を下げる生活習慣改善に取り組みましょう

子どもの頃から習慣を大切に

〇食物繊維を含む食品（野菜、海藻類、きのこ類）を
摂る

〇野菜から食べる
〇ゆっくりよくかんで
　食べる
〇腹八分目を心がける

　児童虐待に関する相談件数は年々増加傾向にあります。
　子ども達は自ら「助けて」とは、なかなか言えません。
また、虐待をする保護者も苦しんでいます。
　「おかしいな」「心配だな」と気になることがあれば、ま
ずは市や児童相談所に連絡してください。通報者のプライ
バシーは厳守します。匿名でも構いません。電話１本で救
われる子どもがいます。
児童虐待・育児に関する相談窓口
・児童相談所全国共通ダイヤル（☎189）
　（24時間　お近くの児童相談所に繋がります）
・西部児童相談所（☎027－322－2498）
・□本 子ども課　家庭児童相談室（☎382－8005）
・□松 住民福祉課　福祉子ども係（☎393－7070）

食習慣改善ポイント
〇運動は1日20～30分が目

安 。 朝 晩 に 分 け て も 良
い。まずは今より10分
多く動いてみる

〇無理のない運動を、定期的に続ける
〇無理はせず、自分に合った強度で行う

運動習慣改善ポイント

子どもの頃から食生活や運動などに関する正
しい生活習慣を身につけることが、成人期に
おける生活習慣病を防ぐことにつながりま
す。
どの年代においても、正しい栄養の知識、適
度な運動を心がけましょう。また十分な睡眠
も必要です。

血糖値が高い状態が続く 糖尿病発症

あんなかのおしごと通信 Vol.12 安中市で行っている取組や事業を
紹介します。

11月は児童虐待防止月間です
　あなたの１本のお電話で
　　　　　　　　救われる子どもがいます

保護者にとっては「しつけ」のつもりでも、行き過ぎると「虐待」に当たる事もあります。
　こんなことしていませんか？

　市では、令和2年4月1日より、※1「AI‐OCR」※2「RPA」というシステムをそれぞれ導入しました。この
システムは、今まで人が手で行っていたパソコンへのデータの入力作業などを自動でおこなうものです。
※1「AI‐OCR」：申請書やアンケートなどの手書き帳票の文字をAIで認識し、データへと変換する仕組み
※2「RPA」：人間がおこなっていた定型的なパソコン操作をロボットにより自動化する仕組み
　
　事　例
・個別検診受診票のシステムへの入力業務
・職員の時間外勤務時間の集計業務
・税の未納に関するお知らせの印刷業務
・国民健康保険高額療養費の振込関係書類
作成業務
　どの業務においても、システムを有効に
活用しており作業時間の短縮に成功してい
ます。
　
　今　後
　削減した業務時間を、市民の皆さんへの行政サービスの拡充につなげます。また、今後、少子高齢化が進
む社会情勢において、将来的に職員数が減少しても十分な行政サービスを提供することができるよう、ICT
（情報通信技術）を活用した業務の効率化を進めていきます。

業務の自動化を進めています

問合せ▶□本 企画課情報政策係（☎内線1023、1024）

いちはやく

児童虐待とは…

全て体罰です
●何度も言葉で注意したけど言う事を聞かないので、頬を叩いた
●いたずらをしたので、長時間正座をさせた
●宿題をしなかったので夕食を与えなかった
　
※道に飛び出しそうな子どもの手をつかむといった、子どもを保護するための行為などは該当しません。

子どもの心に不安やおびえなどを引き起こします

この段階で運動、
食事により健康な状態に！


